
第３回 引佐南部中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催日時  令和５年１２月１３日(水)  １３時３０分から１５時４５分まで 

２ 開 催場所  引佐南部中学校 ２Ｆ会議室 

３ 出 席委員  内山 哲哉、山村 行弘、安戸 哲弘、河村 壽子、石野 由美子、眞鍋 和親、 

         永田 琢也、鈴木 千香子 

４ 欠 席委員  なし 

５ 学 校  阪井 小百合（校長）、北野 昌宏（教頭）、十河 直美（ＣＳ担当教員）、 

         荒谷 朋子（ＣＳディレクター） 

６ 傍 聴 者  なし 

７ 会議録作成者  ＣＳディレクター 荒谷 朋子 

８ 議長の選出 

司会から、本日の議長の選出について、前回協議通り山村委員にお願いする旨確認し、全員異議なく

これを承認した。 

９ 協 議事項 

（１） 授業参観 

（２） 学校評価アンケートの結果及び学校生活の様子について 

（３） その他 

10 会議記録 

  司会の北野教頭から、委員総数８人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立

している旨の報告があった。 

  また、会議に先立ち、前回会議録の確認をお願いした。 

（１） 授業参観 

 本日参観する授業について、ＣＳ担当教員の十河より説明を行い、各クラスの授業を参観した。 

 授業の雰囲気が、先生も子供もどうかな？というクラスがあった。にぎやかで楽しい雰囲気で

はあるが、授業の芯がずれているように感じた。教員からの伝え方として上から一方的に伝え

るのはどうかとも思った。（安戸委員） 

 職場体験レポートの発表についてグループ学習としてはいいが、今回のような発表としては

どうなのかとも思った。（山村委員） 

 職場体験はいろいろな子が来てくれた。受け入れる側も新しい発見があった。（永田委員） 

 相互の意見の確認の場だったから、それはそれでいいと思った。（河村委員） 

→  総合の学習の中でやっているので、今回の発表を生かして、これからの課題を収集する場で

もある。（十河） 

 社会と関わる、働く、ということがどういう事なのか、学んだあとに考えていくことが大事だ

と思った。（永田委員） 

 職場体験することが目的になっている。そこから、そこで働く人がどう感じているか、その場

で感じたことを生かしていくことが大事。（安戸委員） 

 子供たちのいろいろな考えを知ることができた。朝ごはんは食べてきてほしい。もっといろい

ろな企業が入るなど、よりたくさんの機会があるといいと思う。（永田委員） 

 学校で学ぶこととは違うことを感じることができるのは良い。（内山委員） 

 自転車の乗り方が不得手な子がいることに驚いた。（永田委員） 

 板書がきれいな先生は、子供たちもわかりやすくていいし、そういう先生がもっといてほしい。

（永田委員） 



 先生が思っていることは子供に反映される。教員が楽しんで、興味を持って授業を進めれば、

子供たちも乗っていくし、雰囲気も良くなると思う。（眞鍋委員） 

 『ちょいむず』という言葉が画面に出ていて驚いた。（石野委員） 

 可能であれば、きれいな言葉で丁寧に教えてあげたほうがいいと思った。（眞鍋委員） 

 １年生にどんな授業が好きか聞いてみた。国語を大事にしてほしいと伝えた。（山村委員） 

 

（２） 学校評価アンケートの結果及び学校生活の様子について 

十河より今年度の学校生活の様子を紹介し、学校評価アンケートの結果に基づいた分析を説明した。 

 家庭学習の習慣について、年々データが悪化している気がする。（山村委員） 

→ 『家庭学習』が子供にとってあいまい。教員、教科によっても宿題の出し方も違う。質問の聞

き方次第ではデータも変わってくると思う。宿題を出しっぱなしにすることはないようにして

いる。（十河） 

 保護者は、家庭学習に関して見ていないのでは。（安戸委員） 

 職場体験や、乳幼児交流会で小さい子と関わると、子供たちの表情がとても良い。すごく良い

体験だと思う。（安戸委員） 

 いじめに関して、あったと思うが、どのような事案だったのか。（永田委員） 

→ 人間関係のトラブルが多い。本人がいじめととらえれば、いじめとなる。からかい半分のもの

もある。子供たちからどの先生でもいいので相談をしてほしいと伝えている。ＳＮＳが絡んだ

ものも増えてきている。（教頭） 

 抑止をどのようにしていくか。部活などでも積極的に定期的に介入、声がけをしていってほし

い。サポートできる体制があるといい。（永田委員） 

→ 子供と密に関わり、教員同士の関わりをしっかりしていくことを一番大事にしている。（教頭） 

 つらいことがあった時に、相談がしやすいように仕組みがあるといい。（安戸委員） 

 保護者が、相談しやすいと感じている割合が減っているのはなぜか。（山村委員） 

→  保護者と子供の会話が減っていることもあると思う。（十河） 

 子供の狭い世界の中では、ＳＮＳでのやり取りがすべてと思うところがある。（眞鍋委員） 

 本校卒業生が高校に進学した際、挨拶や掃除の取り組み方等について、他の中学から来た子と

の違いに驚いていた。南中で培ってきたものが大事に育っていることに素晴らしいと思った。 

また、傷つきやすい子や保護者が増えた。もっとしなやかな折れない心が育つといいと思う。

（鈴木委員） 

 

（３） その他 

山村委員より掛川市立東中学校区のトークフォークダンスについてご紹介があった。 

 

11 その他連絡事項 

（１） 次回開催日時 

第４回 令和６年２月２０日（火）１３：３０～ 

（２） 次回議長選出 

次回の議長は前回決定通り、内山会長に決定。 

（３） 次回熟議内容について 

来年度学校運営基本方針の説明、学校運営協議会の自己評価について 


